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中国の銅鉱床(1)

岸本文男(鉱床部)

銅鉱業のはじまり

中国の鉱業は鋼に始まったといわれている.

｢我が国の採鉱冶金事業は太昊(民国前476ト4638

年)の銅による銭の製造に始まる｣<中国鉱産>

(黄著勲:1926)

中国で出土した最古の鋼製品と青鋼製品は段時代

(紀元前1600(?)一1050年)の前期のものである(第1図).

したカミって上記の記述にはまだ出土晶による確証は

得られていない.

でも古文書には段王朝以前の時代に銅鉱業カミ関か

れていたことを示す記録が少なくない.たとえば

｢黄帝吉山の鋼を採取し荊山の麓で鼎を鋳造し

た｣<史記.封禅書>

第1図

段時代の青銅器

(段壊より出土した

3000年前の鴎鵠尊)

高さ45.9cm

重さ16.7kg

(〈人民中国〉誌)

黄帝は伝説の帝王で五帝の一人である.吉山は

どの地か筆者にはわからないが荊山は湖北省の山

脈名であると同時にその主峰の名称として今も残っ

ているし前記の黄著勲の資料には湖北省荊山鋼鉱床

小山一郎の<支那鉱産地>(1918)には湖北省荊山鋼緑

山銅鉱床の名がみられる.この荊山の主峰の北酉140-

150k㎜には直径α5-1.0Inなどの自然鋼を多産した銅

鉱床として有名な竹山県の奏家坪鉱床と郵象台鉱床があ

り銅の加工はまず自然銅を用いたという史家の言か

らするとこの荊山山脈付近は中国の金属鉱業発祥の

地としてうなずける地域である.

もう一つの記録は次のように述べている.

｢萬巫山の鋼を用いて難民を救い九枚の金を得

て九鼎を鋳造し九ケ州を形とる｣<史記.夏

本記>

轟も伝説の帝王で夏正期の祖と伝えられる人物であ

る.この記録にいう巫山は山西省南縁の中条山脈中

に九枚は福建省北縁の武夷山脈と仙霞嶺山脈との接合

部付近にあって前者は次編で述べる中条山式斑岩銅

鉱床に縁がありそうだが後者は黄金の金では恋く

黄銅か白鋼のことであるがどのような鉱床であったか

今のところ手カミかりに乏しい.

一方段の都であった般撞(河南省安陽県小屯付近)の

出土晶には銅と青銅以外の金属器が全く見当らたい.

しかもその青銅器の複雑さ細工の細やかさそして

芸術性には驚くべきものがある.したがって中国

の金属鉱業が鋼にはじまったことはまず間違いないだ

ろうし段時代以前に銅鉱業がはじまっていたと推定で

きる.もっと粗末狂器具が青銅で作られた時代があっ

てその発展として殻時代前期の比較的素ぼくな鼎な

どが作られ段時代後期の精巧な青銅器が製造されるよ

うになったと考えられるからである.

近代史の中の銅鉱業

1920年前後の中南における銅鉱業をみてみよう.そ�
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のころの中国の銅鉱業にはみるべきものがなかったと

いえる.次の統計(1918年)かその実状をよく現わし

ている.

産出国

アメリカ

目本

チリ

メキシゴ

カナダ

ベルｰ

ドイツ

スペイン･ポルトガル

オセアニア

アフリカ

ソビエト

中国

計(世界)

産出量(銅量･t)

848.2031=1,597,002〕

95,800〔90,538〕

85,850〔994,394〕

75,526〔91,128〕

52,693〔905,416〕

44,840〔233,2在1〕

40,OOO〔1,911〕

41,000〔31,581〕

33,838〔479,995〕

31,110〔1,643,288〕

5,O00〔816,000〕

688〔110,000〕

1,354,548〔8,063,457〕

比率(%)

62.7王19.8〕

7.1〔1,1〕

6.3〔12.3〕

5,6〔1.1〕

3.9〔11.2〕

3.3〔2.8〕

2.9〔O.02〕

3.0〔O.4〕

2.5〔6.O〕

2.3〔20.4〕

0.35〔10,1〕

O.05〔1.4〕

100.O〔86.6〕

<中国鉱産>(義妻轟)

〔〕内は比較の花めにかかげた1974年の統計値(M.Y.B.より)

この1918年以前で中国の産銅量がもっとも大きかっ

たのは宋の神宗の時代元豊元年(1078年)で8,700t

(<績資治通鑑長編拾補>)を数えている.

1920年頃に稼行中および休山中(のちに再開された)の

銅鉱床はおおむね第2図の通り､である.

第2図の稼行銅鉱床の中で当時の産銅量の大部分を

ひき受けていたの添東川の銅鉱床離でそれを補校っ

ていたのが四川省の大宝山鉱床吉林省の天宝山鉱床

と石咀鉱床である.

では当時のこの4鉱床･鉱床鮮の状況と地質･鉱床

の解釈沿革について述べる.

東川銅鉱床群:この銅鉱床群は雲南省の北部の東

川市･会沢県･巧家県にわたって分布しとくに東川市

の北酉金沙江とその支流小江の間に集中している.

当時の中国では最大の産網地域であった(第3図)､

当時はこの鉱床群を

｢すべて熱水鉱床に属し砂岩と粘板岩の間を交代

している.･･一…銅鉱体の側岩は変質粘板岩

であり石灰岩である.石灰岩中の場合は交

代鉱床そのものである｣<中国鉱産>(黄著勲)

｢地質は高所は二畳紀および上部石炭紀の砂岩

粘板岩石灰岩より放る.而して西方に傾斜を

たすも長江(金沙江)に近ずくにしたカミいて多

くの走向断層によって切られまた火成岩の噴

出ありて岩石変質しここに多数の不規則なる黄

銅鉱の小派あり.………岩石ははんれい岩にて

貫かれはんれい岩は鉱脈と密接の関係あるが如

し.鉱床のあるものは粘板岩中にありて成層

鉱床をなすものあり.………銅鉱脈は変質砂
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第2図1920年の中国の稼行銅鉱床･鉱床群

1一天宝山鉱床(吉林省延吉県)

2一石咀鉱床(吉林省磐石県)

3一鬼平鉱床(もと河北奮鬼平県.現在の北京市板橋付

近)･

4一合陽披鉱床(河北省完県)

5一桃花涯鉱床(山東省灌城県)

6一磨子山鉱床･定休鎮鉱床(江蘇省江寧県)

7一大斗山鉱床･録柴山鉱床(漸江省臨海県)

8一面破山鉱床(江西省籟県)

9一金瑞鉱床(江西省宜春県)

10一一牛頭山鉱床(湖北省陽新県)

11一父子山鉱床(湖北省陽新県)

12一制山鉱床(湖北嶺南蒲県)

13一≒郵象台鉱床(湖北省竹山県)

14一鎮安鉱床(陳西省鎮安県)

15一大宝山鉱床(四川管形県)

16一威寧鉱床(貴州省威寧県)

17一億塘鉱床(雲南省宣威県)

18一東川鉱床群(雲南省東川市.会沢県.巧家県)

19一回頭山鉱床(雲南省建水県)

20一大義山鉱床(雲南省常寧県)

繊大規模⑧中規模⑧小規模�
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号および頁岩と石灰岩中にあり主として粘板岩

中にあるもの8割を占む.………3大主要地の

鉱脈は何れも粘板岩中にあり最大なるものは…

…重晶石と共に不規則なる塊状をなし多数の

炭酸銅を混ず.国民(鉱床)は斑銅鉱硫化

鋼にて幅4尺より数寸のものあり石英を伴う

･｣<支那鉱産地>(小山一郎)

と説明している.

主要な鉱床の状況は次の通りであった.

湯丹鉱床:この鉱床は1920年頃東川銅鉱床群中も

っとも盛大に稼行されていたもので新山･老新山･白

錫賠の3採鉱区に分れ白錫蟷採鉱区は海抜2,900m

をこえる高地にある一つの盆地でそこに人口約1万の

鉱山町が形づくられ約2,000人の鉱山労働者が住んで

いた.この採鉱区には富三硯など少なくも4本の通

洞坑があった.

新山採鉱区は白錫蟷採鉱区の東に位置し新山崩鉱

体など13以上の富鉱体カミあって労働者200人によって

同座6t前後(Cu8-10%)の粗鉱を得ていた.

老新山採鉱区には上朋･中硯･下硯の3本の通洞坑

が掘進され中興碩鉱体など16体以上の富鉱体を採掘し

缶3図東川銅鉱床群を抱く雲南省の金沙江にきざまれた山々

(〈中国市報〉)

ていた.

<中国鉱産>(黄著勲)によるといずれも母岩は石

炭系上部の石灰岩で走向はE-W鉱体は断層に沿っ

て生成し水平延長カミ100㎜前後の脈状を呈し幅カミ

0.6-1.Omである.鉱石鉱物は輝鋼鉱と黄銅鉱脈

石鉱物は石英と方解石を主とし鉱石鉱物は鉱脈の中央

に集中しその集中部分の幅は10-50cm(平均Cu2ト

60%)にすぎない.鉱脈の傾斜は変化に富み地表下

12-25mの立坑採掘が多用され地表下100mの坑道カミ

もっとも深い.その深さでは鉱体の品位が低下し風

化も弱くて手掘り掘進能率も下るのでそれ以深は放置

された.この湯丹鉱床が当時の東川県の銅鉱生産量

の45%を占めていた.

国民鉱床:鉱床の性質は湯丹鉱床の場合と同じであ

る.“鉱脈"の幅は10-130c血で当時鉱量に対す

る評価は高かった.その頃の国民は人口約1,000で

鉱山労働者は約300人にすぎなかった.

落雷鉱床:この鉱床は湯丹鉱床に次ぐ大きな規模を有

し鉱山部落(落雪村)は海抜3,000mをこえる高地にあ

って人口が約2,000名うち600人ばかりが鉱山労働者

であった.冬がきびしく雪が多いのでこのようた

地名カミついた.

採鉱区は老山老後山天宝山小竜山宝源山の

各区に分かれていた.

この鉱床も湯丹鉱床によく似た性質を備え鉱体は角

礫質鉱脈を形づくり大きいものは幅が5-20cm一である

カミ大部分ははるかに薄かった.その密に集中する部

分は水平延長カミ800m以上幅カ童10-13狐平均Cu

品位が10-20%である.

大水鉱床:この鉱床は多くの断層にきられた石灰岩

が母岩である.黄銅鉱･筑銅鉱のほか炭酸銅鉱に富

む点カミ湯丹鉱床と異校る.鉱化帯の幅は30-50m一そ

の中の富鉱体の形は不規則で厚さは3-10･血の場合

が多い.

茂麓鉱床:当時300人はかりで稼行していた.

鉱体は粘板岩層申に胚胎され負礫質鉱脈からなり

鉱石は黄銅鉱･斑銅鉱と珪酸塩鉱物の密雑体である.

採鉱区は金沙江に沿って新山中山だと少なくとも

9区に分かれていた.

鉄廠鉱床:海抜1,900m前後にあって200戸ばかり

の部落を形づくり鉱山労働者は300名をこえていた.�
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採鉱区は白鉱山行断山大博子の主として3区に

分かれ歴史カミ古いため旧坑の数がいちじるしい.

鉱床は茂麓鉱床と同質のもののほか鉛･亜鉛･銀

に當むもの鉄鉱に富むものがありこの多様さが東加

鋼鉱床灘の中では特異である.

上記の各鉱床の開発に伴いそれぞれ製錬所が建設･

操業されたとえば1913年4月一12月に次のような粗

銅の生産カミみられた.

痘丼㌧057.68担由良み018.15担毒全1,074.00粗

鉄歳763.58担産室60τ95担その他349.96担

(含銅率65-90%)

全体として東川銅鉱床灘の歴史は紀元前にさかのぼ

るらしいがはっきりしない.1725年以降の生産と市

況は<中国富辮鉱業吏略>(1930)にみることができ

る.その記録の中で比較的しっかりした統計を表に

まとめると次のように板る.

期間�産銅量(t/年)�期間�産銅量(t/年)

1873-1877�約209�1906-1911�約780

1878-1885�約300�1912�約830

1886-1887�約180�1913.4-10月�601

1888-1905�約600��

この間既知鉱体が次第に尽き選鉱･製錬設備も老

窮化し技術もまた低迷して減産がいちじるしく抵っ

た1889年唐畑カミ鉱務大臣に就任した.彼は就任する

やいなや多くの鉱山技師を日本から紹璃し探査から

製錬まで鉱山事業の近代化をすすめた.以来生産

は大きく上昇することとなった<中国富辮鉱業史路>

(1930).日本からもちこまれた当時の新鋭機器が増

産に貢献したことはいうまでもない.その品目を中

国の記録でみることカミできるのである.しかしその

ときカミ目清戦争(1894-1895)の前夜であり｢東川銅鉱

床離｣が戦争物資“銅"の清国国内における最大の供給

源であったことは奇妙な一幕である.

1913年の春東川の富豪であった唐学増莫徳潤らは

雲南軍閥の師団長李鴻梓(清朝末期の政治家李鴻章とは別

人)旅団長謝汝翼らと手を握りそれまでの官営を半官

半民の合辮にすることに成功し国費を使って6ケ月ば

かりの間に13万元(現在の鍋価に換算すればほぼ1億円)

を稼いだ,ζれが東川銅鉱公司のはじまりである.

さらに1915年中央政府の命令で経営陣から軍人カミ道わ

れ東川銅鉱公司は名実ともに唐学増らのものとなった.

大宝山鉱床:四川省の中央部形県の北30㎞の大宝

山を中心に鉱区が拡カ…り事務所と製錬所は白水河の町

にある.そのため｢白水河銅鉱｣とも称されていた

(第4図).

当時採掘していたのは馬松嶺大宝洞飛水岩

花梯子の4鉱体でそれぞれ白水河の製錬所から15㎞

(2坑道)15㎞(馬松嶺鉱体の東南に隣接)11.5㎞(4坑道).

1α5㎞(3坑道)に位置し合計300人はかりの労働者に

よって採掘･製錬され年50t前後の精鋼を生産し銅

銭の製造に供していた(<支那鉱産地>:小山一郎:1919).

鉱床は片麻岩中に胚胎された層状の黄鉄鉱･黄銅鉱

鉱体から妊り鉱石の品位はCu8.12一λ92%Fe

11.33-22.77%S11.76-2λ02%で母岩の片麻岩は

始生代のものとされ鉱床は当時の記録では交代鉱

床のタイプに入れられている.

この鉱床は宋の時代ないしそれ以前に発見され遅

くとも宋の時代には採掘･製錬されて銅銭の鋳造まで行

なわれていたカミ(かつて多量の宋銭が出土した)元の時代

以降久しく棄ててかえりみられなかった.1901年

第4図白水河の流れ(〈人最中国》)この｣二流に大宝山

鉱床がある現在も稼行中とのζと�
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ときの四川省総督錫良カミこの鉱床の開発を決意して

省政府の商務局や鉱政調査局網元局などを督励したの

であるカミ精鋼の品質が悪く経費カミかかりすぎ収支

がなりたたたかった.そこで1908年新総督超爾巽

は日本で鉱山工学を学んでいた孫海嚢を帰国させす

べての指導をゆだねたところ1910年(形県銅鉱局設立)

から生産カミ軌道にのり1910年には精銅(Cu≧99.5%)

114t!911年には127t1912年には134tを得た

(<中国富辮鉱業史賂>:1930).なお前掲の<支那鉱

産地>では日本人を招いたことになっているし生産

量も違っている.ここでは中国側の文献にしたカミう

ことにする.

以上の孫海嚢の努カガミあって1920年には形県銅鉱

局カミ東川鉱業公司に次ぐ中国第2の産銅実績をあげて

いる.彼は探査･採鉱･通気･運搬･選鉱･製錬の

技術と設備を日本の例に模し主要な設備はすべて日本

から輸入して効果をあげた.

天宝山鉱床:吉林省延吉市西方70km.

付近の地質は花崩岩閃緑岩と変成･榴曲した石灰

岩･珪岩などからなる.鉱床は珪化のいちじるしい変

成岩に胚胎され脈状を呈しその走向はNW･SE傾

斜はSW70｡前後幅は≦1.2mである.

鉱石は輝銀鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱黄銅鉱などから

なり脈石には乏しい.鉱体は裂か充填鉱脈ではなく

て花開岩による接触交代鉱床に類似するという.

銀に富み開山は銀を目的と一して行われ銅鉱は1916

年から採掘されるようになりそれまでは棄てられてい

たのである.

この鉱床は1870年頃流浪の難民によって発見され

1890年に国営鉱山として開山された.しかし

｢光緒三年………日本人がすでに山に入り採掘し

ていた｣<外資鉱業史資料>

し1916年1月1目に天宝山銀銅鉱事務所が設置されて

専出発した.

銅鉱の開発は再契約直後に着手されます銅鉱ずりの

回収から始められ1916年における精鋼生産量は200t

をこえた(主として貯鉱と高品位鉱洋の処理によるもの).

石唱鉱床:吉林省磐石の北北東11km.

この鉱床は｢石咀山鉱床｣とも｢石咀子鉱床｣ともよ

ばれる銅･タングステン鉱床である.

主な坑道が13あって現地で製錬された.

1905年挑晶三によって開山され製錬することカミで

きなくて唐家槙にゆずり唐家槙はまた張なにカミしに譲

渡した.張荏にがしは1909年に清国政府に助けを求

めて半官半民の磐石銅鉱有限公司を設立した.それ

が1917年に吉林課金局に編入され同年秋には採金部

門が閉鎖され産銅部門を残して経営された.これは

前掲の<中国富辮鉱業吏賂>の記載によるものだが

<中国鉱産>ではこの年鉱山は休止したとされてい

る.後者の記録は誤解によるものであろう.

1916年頃の精鉱品位はCu30%前後で得られる精鋼

は精鉱量の15%にすぎなかった.1915年8月一1916年

9月の精鋼生産量は44tほかに精鉱214tである.

イギリスと日本の鉱山技師の報告として近代的た製錬

法を用いれば日産6tの精銅(Cu≧99.5%)が得られ

向後70年間の稼行カミできるという勧告の記録もある.

1920年ごろの中国の銅鉱業は以上のようなものであ

った.

それ以来すでに約60年.わが国で1920年頃の世

界第2位の産鋼量を支えていた足尾鉱山別子鉱山

尾去沢鉱山小坂鉱山目立鉱山など多くの鉱山のうち

残っているものはまことに少ない.中国の銅鉱も

産地は大きく変りまた鉱床の探査もかなり進んだも

のと思われる.

という記録があり1876年には日本人が勝手に採掘して

いたようである.1888年に程先第という男が探査を開

始し銀鉱として脚光を浴び1890年に採掘された地表

露頭部の砂鉱は60kgで銀4509(0.75%)地表下60㎜

の初成鉱で60k9当り銀1.2369(2.06%)であり日産

産銀量は27-30kgに及んだという.

1900年になってアメリカの民間資本を導入さらに

1905年11月に日本の商社(中和公司:中野二郎代表)と合辮

会社を作った.まもなく満州･朝鮮帰属問題カミひき

起されその中で経営が混乱したが1915年9月中和

公司(浜名寛裕代表)との間に50年間有効の再契約カミ成立

現中代国の銅鉱床

現在中国で確認ずみの銅鉱床には次のタイプのも

のがある(邦文魁:1959邦文魁･常印佛･黄崇輌:1978).

I.内因性銅鉱床

11)海底火山作用と関係ある銅鉱床

(乱)塊状黄鉄鉱型銅鉱床

ω縞状一鉱染状銅鉱床

(o)玄武岩孔隙型銅鉱床

(2)塩基性一超塩基性岩と関係ある銅鉱床�



一35一

(乱)銅一ニッケル型銅鉱床

(b)ホルンフェルス鉱染型銅鉱床

13)中度酸性火山岩一貫入岩複合岩体と関係ある銅鉱床

(乱)斑岩銅型銅鉱床

(b)細脈一鉱染型銅鉱床

(4)中度酸性貫入岩と関係ある銅鉱床

(副)スカルン型銅鉱床

(b)熱水鉱脈型単成･複合銅鉱床

(C)熱水交代型層状銅鉱床(母岩カミ珪岩)

lI.外因性銅鉱床

(5)陸成堆積銅鉱床

(6)海成堆積銅鉱床

この12種のタイプの銅鉱床の中でとくに開発上重要

とされているのは(1)の(盆)と(b)(2)の(勧)(3)の(乱)(4)の

(乱)(5)と(6)の計7タイプのものである.

(1)海底火山作用と関係ある銅鉱床

中国のこのグノレｰプの銅鉱床ぽ塩基性から酸性にい

たるさまざまな海底火山生成体(熔岩･火砕岩)やその

生成体を多く含んだ堆積岩中に形成されている.わカミ

国にも海底火山作用と関係ある鉱床として黒鉱鉱床

や含鍋硫化鉄鉱鉱床があるように中国では前記の3種

のタイプのものが知られているが一般に規模が大きい

のは塊状黄鉄鉱型鋼鉱床とよばれるものと縞状一鉱染

状銅鉱床とよぱれるものの2タイプである.

このタイプの銅鉱床が分布する代表的な地域として

北那連優地向斜帯をあげることができる(第5･6図).

1953年に発見され1958年に製錬を協始した白銀廠鉱

山(白銀廠有色金属公司)の鉱床がこのタイプの代表的た

ものと思われる(第7図).

(b)縞状一鉱染状銅鉱床

中国の銅鉱床の分類の中でこのよう匁表現のタイプ

が示されたのはごく最近になってからのことでその

地質･鉱床の断面は第8図にかかげた通りである.

前記の邦文魁らは次のように説明している.

｢このタイプの銅鉱床は原生代地向斜中の変成曹

長石質岩(曹長石片岩黒雲母片岩など)と火山性物質

を含んだ苦灰岩中に存在し噴気熱水成およびおそ

らく噴気堆積成と思われる銅鉱床である.鉄鉱

を伴いあるいは鉱石が鉄分に富んでいることが

大き匁特徴である.鉱体の側岩は珪化･絹雲母

化･電気石化･スカポライト化･黒雲母化などの作

用を受けていちじるしく変質している.

このタイプの銅鉱床の鉱化過程には2種の場合

があってその一つは前期段階の燐灰石一黒雲母

一磁鉄鉱一黄銅鉱段階中期段階の黄鉄鉱一黄銅鉱

段階末期段階の硫化物一方解石(ないし石英)脈段

階からなりもう一つは前期段階の磁鉄鉱一(チ

タン鉄鉱)一(赤鉄鉱)段階中期段階の黄銅鉱一黄

鉄鉱段階後期段階の菱鉄鉱段階からなっている｣.

(乱)塊状董鉄鉱型銅鉱床

このタイプについて邦文魁ら(1978)は次のよう

に説明している.

r塊状黄鉄鉱型銅鉱床は優地向斜前期段階の沈降

帯中に賦存し常にスピライトｰケラトファイアｰ

岩系の火山岩を伴う.さらに鉱床は古期火山

活動の中心近くに位置し側岩の強く珪化絹雲母

化曹長石化された変質分帯を作っている.鉱化

過程は全体として1)火山噴気段階1主として

黄鉄鉱･黄銅鉱段階2)火山熱水段階:前期の黄

銅鉱一閃亜鉛鉱一黄鉄鉱(少量の磁鉄鉱･硫砒鉄鉱･枇

四面銅鉱)期後期の閃亜鉛鉱一方鉛鉱(少量の黄銅

鉱･黄鉄鉱)期末期の黄銅鉱一閃亜鉛鉱一石英期

(鉱脈期)に分けられる｣.

ここでいう“古期火山活動"の地質時代であるが邦文

魁の1959年の論文によればそれは“古生代"である,

このタイプの銅鉱床が分布する地域は台湾山脈東部

や那連山脈北部燕山山脈北部などと思われるが中国

の論文でみる限り明言は避けられている.四川省形

県の大宝山鉱床台湾省花蓮市西方16㎞の銅門鉱山の鉱

床はこのたいプに入るものと推察できる.

(2)塩基性一超塩基性岩と関係ある銅鉱床

前述のようにこのグノレｰプの銅鉱床には2種のタ

イプのものがあるカミあとの方ホルンフェノレス鉱染型

鋼鉱床(塩基性一超塩基性岩の接触帯のホノレンフエルス中に

黄銅鉱が鉱染している鉱床)は比較的小競模･低品位と

いうことだので省略する.

(乱)銅一ニッケル型銅鉱床

このタイプの銅鉱床は地向斜の発展段階の中期段階

と後期段階(卓状地段階)に形成され深部裂かの規制を

受けている.中国のこのタイプの大部分の鉱床は地

向斜縁部の深部裂か帯に接する隆起体(あるいは卓状地)�
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芸､奪北都蓮地向斜､推ぺ

先カンプ/×芸ル系一基禦父靖遼＼白

え>/款系シルル系中に民和)/治

～V主と一して塊状黄省～ピ区

農桂鉄鉱型鋼鰍ぺ白銀販鉱山

扮曹

石人

岩050100150㎞

第5図北邨連山脈地域のシルル紀における古地質断面(邦文魁ら:1965)第7図白銀廠鉱床の位置

シルノレ系の堆積後に造山運動を受け激しく摺曲し超塩基性岩群枚どの貫

入がおこった

(2)深部熔離一分化貫入鉱体:これは初めに深部で

の深部裂か帯側の部分や深部裂かに沿って長く延びた熔離し分化した金属成分に富んだマグマが上昇して

隆起体(あるいは卓状地)の内部に存在している.から再び分化し金属成分がさらに濃集したものであ

その母岩はすべてフェミック系列の塩基性一超塩基る.この鉱体はいずれも岩体の底部に分布しいく

性岩でm/f値は一般に3-5であって優地向斜中のつかの岩相帯にまたがっているカミ塩基性の高い岩相帯

マグネシア系列のものとはいちじるしく異なっている.であるほど鉱石は豊富である.鉱体は主として綴密

新盤状の岩体の垂直分化を除き一般に分化作用カミ違み鉱からなり金属硫化物の含有率は16%から80%にも

多くは側方の分化がいちじるしい.この母岩の岩相は達している.

複輝石かんらん岩斜方輝石かんらん岩単斜輝石かん

らん岩ダナイト輝岩それに分化法進んでいない(3)貫入鉱体:これは深部で熔離･分化した鉱石マ

輝緑はんれい岩放とである.いずれの鉱床の場合もグマが裂かに沿って貫入し形成されたもので関係し

1個の岩体の規模は大きくないがその中に占める鉱体た塩基性一超塩基性岩の岩体から離れたその側岩中に

の体積の割合はきわめて大きい.胚胎されていることもあり母岩に強い変質作用を与え

中国のこのタイプの鉱床の鉱体･鉱石には次の4種ているのが一つの大きな特徴である.

のものカミあると邦文魁ら(1978)は説明している.

(1)熔離鉱体:これは塩基性一超塩基性岩の岩体が

熔離するときに生成したもので通常その岩体の上部

もしくは中部の1岩相帯の底部に存在する主として鉱

染状の鉱体である.

(4)接触交代鉱体:これは塩基性一超塩基性岩の岩

体と炭酸塩質岩層との接触帯に生じ｡ている透輝石一透角

閃石一ざくろ石岩中に存在し実際には気成一熱水成

の特徴を備えた鋼一二ッケノレ鉱床である.

以上の4種の鉱体カミ同一鉱床中に共存することもあ

る.この4種の申では深部熔離一分化貫入鉱体がも

っとも重要とされている.

銅一ニッケル型銅鉱床(別称は銅一ニッケル硫化物鉱床)

の鉱化順序は全体として(i)酸化物段階(磁鉄鉱･

クロム尖晶石など)(ii)硫化物段階(磁硫鉄鉱･硫鉄ニ

ッケル鉱･キュｰバナイト･黄銅鉱など)(iii)炭酸塩段

階(針ニッケル鉱･方解石だと)の3段階であるカミ主要

な鉱化段階は(ii)の段階である.なおCu:Ni比

は母岩の塩基性の程度が小さくなるほど大きく征る傾

向があるという.

このタイプの鉱床の分布は邦文魁ら(1978)による

と中国北部に集中している.劉若新(1968)による

第6図祁連山脈東部の高い山なみ(〈人民中国〉誌)�
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第8図海底火山一堆積一変成岩層中の縞状一鉱

染状銅鉱床の断面図(邦文魁ら:1978)

1一鉱体

2一閃緑岩

3一変曹長岩

4一苦灰石一石英片岩

5一ざくろ石一黒雲母片岩

6一方解石一石英片岩

7一ざくろ石一角閃石一緑泥石片岩

8一曹長岩

9一淡色熔岩

10一苦灰石質大理石

11一スカポライトｰ角閃石一票雪母一苦灰石

大理石

12一凝灰砦

と中国でのこのタイプを代表する鉱床は西北中国の

Y鉱床東北中国のB鉱床四川省のL鉱床雲南省の

F鉱床とP鉱床河北省のC鉱床である.西北中国の

Y鉱床とは甘粛省北西部の野馬山脈北麓のもの(昌馬

鉱床?)四川省のL鉱床とは1957年発見の会理県カ

馬河地区の鉱床(毛姑宝貝鉱床?これとは別に路拓地区に

同じタイプの鉱床がある模様)雲南省のF鉱床とは哀

牢山脈申の當長江側の山腹(元江県内)河北省のC鉱床

とは燕山山脈西麓の平谷県下の鉱床のことであろう.

新彊ウィｰクノレ族白治区の天山山脈中にも甘粛省の北

山山脈中にも山東省の泰山山脈中にもこのタイプの鉱

床が知られ中国には少なくとも9鉱床が有望とされ

ている.

上記の劉若新は次へ一ジの資料(第1表と第2表)を

かかげている.

1962年の上述平の論文によると中国のこのタイプの

銅･ニッケル鉱床は第3表のように分類できる.

この第3表の中で後期マグマ分化鉱床熔離分結型の

代表例とされた東北地域の1銅一二ッケノレ鉱床は次の
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よう柱ものである.

すなわち鉱床ははんれい岩一かんらん岩複合岩体

中に存在しその岩体は地向斜と卓状地との接触部の深

部断裂から派生した裂か帯に貫入している.側岩は

先震旦紀の片麻岩と石炭一二畳紀の砂岩と頁岩である.

鉱床地蜘こは塩基性一超塩基性岩複合岩体カミSWか

らNEに4体の岩体灘に分れて配列し次の3系列の岩

石からなっている.

(i)かんらん石輝岩一輝石一はんれい岩

(ii)ダナイトｰかんらん石輝岩一輝岩

(iii)斜長輝岩一はんれい岩一閃緑岩

主要鉱体は(ii)の系列の岩体灘内に分布しその

母岩岩体はほとんど背斜軸にそって生じた断裂帯に貫

入してほぼ盆状を呈し両側の傾斜は60-7びを有す

る(第10図).その岩体灘の分化は進んでいて上部か

ら下部にはんれい岩輝岩かんらん君かんらん石

輝岩という4種の岩相に分けられるがはんれい岩は比

較的薄く輝岩は比較的厚くかんらん岩はもっとも厚

く粒度は下部に向って粗くなり最大の鉱体が最下位

のかんらん石輝岩中に胚胎されている(第10図参照).

鉱石は鉱染状構造斑状構造海綿状構造を呈し

鉱石鉱物は主として磁硫鉄鉱硫鉄ニッケノレ鉱黄銅

第9図

Cu-Ni鉱床を胚胎する塩基性一超塩基性岩貫入岩体のMg含有率と硫化物中のNi含

有率との関係(劉若新:1968)

1-6一中国の西北Y鉱床東北B鉱床雲南省P鉱床四川省L鉱床雲南省F鉱

床河北省C鉱床

7-9一ソ連のコラ半島のぺ一チェンガ鉱床モンテェニュイ鉱床モンテェトラブ

ナヤ鉱床

10一カナダのアレクセイ鉱床

11-16一ノルウェｰのエスピットノレン鉱床など6鉱床

17一スウェｰデンのカリｰファ鉱床

㈴���
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策1表

岩体タイプ別の｡咽･Ni型鉱床鉱石構成硫化物の相対的含有率

���鉱石の造鉱硫化物含有率(体積%)��

鉱床�岩体のタイプ����鉱体

��磁硫鉄鉱�硫鉄ニッケル鉱�黄銅鉱�

西北Y鉱床�複輝石かんらん岩一ダナイト岩体�50(黄鉄鉱十磁硫�36(紫ニッケル鉱��

���十硫鉄ニッケ�14(黄銅鉱十キュ�

��鉄鉱)��一バナイト十�

���ル鉱)�四面銅鉱)�底部鉱体

東北B鉱床�はんれい岩一具剥斜方輝岩一デナイト岩体�60±�32-35�5`8�底部鉱体上部鉱体

四川L鉱床�ダナイトｰはんれい岩一閃緑岩岩体�60-74�16-34�6-10�底部鉱体

雲南F鉱床�ノｰライトｰはんれい岩岩体�75-83�10-18�6-10�底部鉱体

河北C鉱床�はんれい岩岩体�70-82(黄鉄鉱十�2-9(硫鉄ニッケ��

��磁硫鉄鉱)�ル鉱十輝二�10-20�

���ッケル鉱)��貫入鉱体

��楴���

*平aes11;e

第2表

母岩別の鉱石の構成硫化物含有比

�������相�対�的�含有�量(体積%)��

鉱�床�母�砦�の�岩�相�������

�������磁硫鉄鉱���硫鉄ニヅケル鉱�黄�鍋�鉱

��ダナイト�����60���35��5�

東北B鉱床��複輝石かんらん岩�����60���32��8�

��曹灰長石輝岩岩脈�����80���7��13�

雲南F鉱床����ダナイトｰノｰライトｰはんれい岩���75±���ユ5±��10±�

���ノｰライトｰはんれい岩����83±���10±��6±�

第3表

鉱床生成段階

後期マグマ分化鉱床

生成型式

熔離分緒型

熔離貫入型

形態

盆状

交差状筒状

規制要素

重力分化と流

動構造

初生裂かの再

活動

鉱床例

東北部と西南

部の鉱床

東北部と華北

の鉱床

鉱石の特徴

磁硫鉄鉱･硫鉄ニヅケ

ル鉱･黄鍋鉱組合せ

同上.ただし硫鉄ニ

ッケル鉱が少泣いと

磁硫鉄鉱･硫鉄ニッケ

ル鉱･黄銅鉱･黄鉄鉱

組合せ

鉱石の構

造･組織

鉱染状瑳状

海綿状

徴密塑状と負

礫状が主

注

母岩と同生

母岩とは後生

�熔離貫入一熱水富化型�同上�同上�秦嶺山脈の1鉱床�同上.熱水期に磁硫鉄鉱･黄銅鉱･黄鉄鉱が加わる�同上�同上

後期マグマ分化一熱水富化鉱床�変朽岩脈一熱水當化型�鉱染状�同上およぴ母岩断裂帯�東北部の1鉱床�磁硫鉄鉱･紫ニヅケル鉱･黄銅鉱･黄鉄鉱組合せ�稀散鉱染状�母砦と同生

�異母岩一熱水當化型�不規則状�同上�難東の1鉱床�同上�鉱梁状塊状角礫状�母岩とは後生

鉱からなり黄鉄鉱黒鋼鉱斑銅鉱磁鉄鉱チタン

鉄鉱などがそれに次ぐ.なお岩体の縁部には紅枇

ニッケル鉱と枇ニッケノレ鉱などの熱水鉱物がみられる.

もう1例.

第3表中の後期マグマ分化一熱水當化鉱

床熔離貫入一熱水富化型としての秦嶺山脈中の1鉱床

(陳西省)について紹介しよう.

この鋼一ニッケル鉱床は秦嶺櫓曲帯中央の隆起部分

にあってメタ輝岩･ダナイト･閃緑岩などの複合岩体�
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団はんれい岩固輝岩

[三国ダナイト匡量､鉱床

園片麻岩

E≡ヨ輝石かんらん岩

図破砕帯

第10図東北地域の1Cu-Ni鉱床の断面模式図(三E述平1962による)

し■豪㍑嚢嚢､讐娑､

㌣烹ゑ繋1

液∴簿

兵六十十十

然形沙､1“

㌣〃{冷㌻

““十｣一｡L+++“十“

･｡･LL･十･4+

国製鰍置田艦概い若回閃緑岩

匿覇碧繍閃囮陽起砒回ペグ}タイ/

園'アプライ/脈図第四系目河流

第11図二秦嶺山脈中の1Cu-Ni鉱床平面模式図(王述平:1962)

南

べ

＼

中とくにメタ輝岩一ダナイト系列

の岩体中に胚胎されている.側岩は

先カンブリア紀の準片麻岩と斜長角閃

岩で一般的な片理の方向はN70｡一

80.W傾斜はSW70-80｡を示す.

塩基性岩体の分布と鉱床地区の主構

造方向はほぼ一致し構造運動が繰

り返されたために岩体の分化には差

がいちじるしくメタ輝岩一ダナイト

の分布は不規則である(第11図).

鉱体は岩体中のX形の断裂帯に買

入したもので交差状の構造を形づく

り主なものは2個の筒状當鉱体を作

っている(第12図).

鉱石には鉱染状

場〰

久

第1坑準

嘩

一第2坑準

第3坑準

騒麗鉱体区ヨ変質輝醤

匝コ変質はんれい岩回透輝石輝岩

匿ヨ第四系匹⊇試錐井

第12図貫入型C口･Ni鉱床模式断面図

(邦文魁ら1978)

鉱網状鉱角礫状

鉱塊状鉱カミあり

鉱石鉱物は磁硫鉄

鉱黄銅鉱黄鉄鉱

を主とし硫鉄ニッ

ケノレ鉱とボリジマイ

トなどを伴っている.

全体としてNi:Co

は6:1前後で

Ni:Cuは1:2か

ら1:1の間にある.

硫化物とCu･Co･

Niの含有率の分布

状況から熱水富化作

用があったと考えら

れている.

(つづく)

(43頁からつづく)
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